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1．平成２０年度 健全化判断比率・資金不足比率総括表 

  

 

（１）健全化判断比率 

（単位：％） 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

― 

早期健全化基準

（１３．３４）

財政再生基準 

（２０．００）

２．５２ 

（１８．３４）

（４０．００）

９．２ 

（２５．０）

（３５．０）

７３．８ 

（３５０．０）

― 

 

 

（２）下水道事業特別会計資金不足比率 

             （単位：％） 

資金不足比率 

― 

経営健全化基準 （２０．０） 

 

 

（３）水道事業会計資金不足比率 

（単位：％） 

資金不足比率 

― 

経営健全化基準 （２０．０） 

 

 

（４）病院事業会計資金不足比率 

（単位：％） 

資金不足比率 

― 

経営健全化基準 （２０．０） 

 



（単位：千円）

会 計　　名 実質収支額 （分母比） 会 計　　名 資金不足・剰余額 （分母比）

一般会計 153,992 1.6 病院事業会計 0
水道事業会計 909,240 9.2

一
法

般
適

会
用

計
企

等
業

小　　　計 153,992 1.6

標準財政規模 9,931,177 100.0

実質赤字比率　（％） -1.55 ※
下水道事業特別会計 0

会 計　　名 実質収支額

国民健康保険特別会計 -1,435,599 -14.5 

介護保険特別会計 88,115 0.9

後期高齢者医療特別会計 14,144 0.1 法
老人保健特別会計 19,179 0.2

非

適

用

企

業

合　　　　　計 -250,929 -2.5 

標準財政規模（再掲） 9,931,177 100.0

連結実質赤字比率　（％） 2.52 ※

宅
地
造
成
事
業

宅
地
造
成
事
業

宅
地
造
成
事
業
以
外

宅
地
造
成
事
業
以
外

一
般
会
計
等
に
属
す
る
特
別
会
計

一
般
会
計
等
以
外
の
特
別
会
計
の
う
ち

公
営
企
業
に
係
る
特
別
会
計
以
外
の
会
計

２

Ver.1.0.2２．平成20年度　実質赤字比率・連結実質赤字比率の状況 団体名 大阪府阪南市

　　

　　

※　実質収支又は連結実質収支が黒字である場合、

　「実質赤字比率（％）」又は「連結実質赤字比率（％）」は負の値で表示されます。

　　



Ver.1.0.2

（単位：千円）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫
公債費充当一般
財源等額（繰上
償還額及び満期
一括償還地方債
の元金に係る分
を除く）

満期一括償還地
方債の１年当た
りの元金償還金
に相当するもの
（年度割相当
額）等（３①表
「オ」欄の数値
を転記）

公営企業に要す
る経費の財源と
する地方債の償
還の財源に充て
たと認められる
繰入金（３②表
「合計※」欄の
数値を転記）

一部事務組合等
の起こした地方
債に充てたと認
められる補助金
又は負担金

公債費に準ずる
債務負担行為に
係るもの

一時借入金の利
子

災害復旧費等に
係る基準財政需
要額

標準税収入額等 普通交付税額 臨時財政対策債
発行可能額

事業費補正によ
り基準財政需要
額に算入された
公債費

事業費補正によ
り基準財政需要
額に算入された
公債費（準元利
償還金に係るも
のに限る。）

平成18年度 1,336,311 482,782 138,977 99,461 2,440 372,256 6,364,564 3,243,705 571,372 264,582 131,089 

平成19年度 1,224,525 461,508 129,851 88,371 298 461,741 6,388,136 3,129,204 518,377 260,635 103,869 

平成20年度 1,142,859 478,081 125,689 88,372 462,923 6,319,764 3,125,871 485,542 233,609 

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰
災害復旧費等に
係る基準財政需
要額（準元利償
還金に係るもの
に限る。）

密度補正により
基準財政需要額
に算入された元
利償還金

密度補正により
基準財政需要額
に算入された準
元利償還金（地
方債の元利償還
額を基礎として
算入されたもの
に限る。）

地方財政法第５
条の４第１項第
２号の規定に基
づき総務大臣が
定める額（算入
公債費の額）
（特別区のみ記
入）

地方財政法施行
令第12条の規定
に基づき総務大
臣が定める額
（算入準公債費
の額）
（特別区のみ記
入）

平成18年度 275,731 1,708 17,039 平成18年度 10.94154

平成19年度 288,718 1,708 5,311 平成19年度 8.77938

平成20年度 434,523 1,714 5,452 平成20年度 7.92430

（参考）

ＰＦＩ事業に係る
債務負担行為に係
るもの（省令第７
条第１号）

いわゆる五省協定
等により、利便施
設及び公共施設を
買い取るために
行った債務負担行
為に係るもの（省
令第７条第２号）

国営土地改良事業
並びに独立行政法
人森林総合研究
所、独立行政法人
水資源機構及び独
立行政法人環境再
生保全機構の行う
事業に対する負担
金（省令第７条第
３号）

地方公務員等共済
組合が建設した職
員住宅等の無償譲
渡を受けるために
支払う賃借料（省
令第７条第４号）

社会福祉法人が施
設の建設のために
借り入れた借入金
の償還に対する補
助（省令第７条第
５号）

損失補償又は保証
に係る債務の履行
に要する経費の支
出（省令第７条第
６号）

地方公共団体以外
の者の債務を引き
受けた場合におけ
る当該債務の履行
に要する経費の支
出（省令第７条第
７号）

その他これらに準
ずると認められる
もの（省令第７条
第８号）

利子補給に係るも
の（政令第11条第
４号）

平成18年度 99,461 

平成19年度 88,371 

平成20年度 88,372 

9.2

⑤の内訳

実質公債費比率
（単年度）

実質公債費比率
（３カ年平均）

３．平成20年度　実質公債費比率の状況

■計算式

団体名 阪南市

　①+②+③+④+⑤+⑥-⑦-⑪-⑫
　-⑬-⑭-⑮-⑯-⑰

　⑧+⑨+⑩-⑦-⑪-⑫-⑬-⑭-⑮
　-⑯-⑰

※基本的な考え方
　⑦、⑪～⑰で示される地方交付税措置
相当額については、分母・分子からそれぞ
れ控除する。

３



Ver.1 0.2

将来負担額
（単位：千円）

地方道路公社 土地開発公社 第三セクター等

14,797,035 618,593 7,642,624 243,951 3,768,467 853,823 0 853,823 0 250,929

（分母比） 168 7 87 3 43 10 10 3

充当可能財源等
（単位：千円）

うち都市計画税

2,135,758 5,623,817 5,623,817 13,921,036

（分母比） 24 64 64 158

320 247 74

113 13 100

組合等連結実質
赤字額負担見込額

連結実質
赤字額

設立法人の
負債額等
負担見込額

債務負担行為に
基づく支出予定額

公営企業債等
繰入見込額

組合等
負担等見込額

退職手当
負担見込額

Ａ　－　Ｂ

Ｃ　－　Ｄ

充当可能基金
充当可能
特定歳入

標準財政規模　Ｃ

28,175,422

基準財政需要額
算入見込額

充当可能財源等　Ｂ

地方債の現在高

将来負担額　A

9,931,177

73.8

将来負担比率　（％）

8,792,956

6,494,811

1,138,221

21,680,611

算入公債費等の額　Ｄ

―

４．平成20年度　将来負担比率の状況

―

＝ ＝

４

0

団体名 大阪府阪南市
.



（単位：千円）

(1) (2) (3) (3') (4) (5)

歳出額 算入地方債

s-t1-t2-t3-t4-
t5+t' 歳入額 s

継続費逓次繰越
額　t1

繰越明許費繰越
額　t2

事故繰越繰越額
t3

事業繰越額　t4 支払繰延額　t5
t1～t5に係る未
収入特定財源
t'

土地収入見込額 地方債残高 長期借入金

下水道事業特別会計 ⑫ 1,927,969 1,927,969 1,927,969

0

0

0

0

(10)  (12) 資金不足比率 標準財政規模比

営業収益の額－
受託工事収益の
額

うち指定管理
者利用料金

事業の規模
（(９)/(１２)、％） （(８)/(ｘ)、％）

下水道事業特別会計 ⑫ 0 0 - 317,861 317,861 - -

特別会計名

9,931,177

法
非
適
用
企
業

宅
地
造
成
事
業
以
外

宅
地
造
成

標準財政規模　(ｘ)

事
業
区
分

(6)令３条１項の
額

・令４条の額
(1)+(2)-(3)

法
非
適
用
企
業

宅
地
造
成
事
業
以
外

宅
地
造
成

(7)解消可能
資金不足額

(8)資金不足額
・剰余額 ※
(6)-(7)

(9)企業ごとの
資金不足額
・剰余額※

(11)
資本＋負債
宅造のみ

特別会計名

事
業
区
分

５

５．平成20年度　下水道事業特別会計資金不足比率の状況

。※(8)は、連結実質赤字比率の算定に用いる額（資金不足額は負の値で表示）であり、(9)は、資金不足比率の算定に用いる額（資金不足額は正の値で表示）である



６．平成20年度　水道事業会計資金不足比率の状況

（単位：千円）

(1) 　 (2) (3)

(4) (5)

a-b-c (-d)

流動負債 a
控除未払金等
b

控除額 c 土地前受金 d

算入地方債 e-f-g (-h)

流動資産  e 控除財源  f 控除額  g
土地評価差額
h

地方債残高 長期借入金

水道事業会計 ① 37,675 37,675 946,915 946,915

(10)  (12) 資金不足比率 繰越欠損金 標準財政規模比

営業収益の額－
受託工事収益の額

うち指定管理
者利用料金

事業の規模

（(９)/(１２)、％） （(８)/(ｘ)、％）

水道事業会計 ① -909,240 909,240 - 1,224,261 1,224,261 - 0 9.2

法
適
用
企
業

宅
地
造
成
事
業
以
外

宅
地
造
成

(8)資金不足額
・剰余額 ※
(6)-(7)

(9)企業ごとの
資金不足額
・剰余額※

特別会計名

事
業
区
分

(6)令３条１項の
額

・令４条の額
(1)+(2)-(3)

(7)解消可能
資金不足額

法
適
用
企
業

宅
地
造
成
事
業
以
外

宅
地
造
成

(11)
資本＋負債
宅造のみ

標準財政規模　(ｘ) 9,931,177

特別会計名

事
業
区
分

６

。※(8)は、連結実質赤字比率の算定に用いる額（資金不足額は負の値で表示）であり、(9)は、資金不足比率の算定に用いる額（資金不足額は正の値で表示）である



７．平成20年度　病院事業会計資金不足比率の状況

（単位：千円）

(1) 　 (2) (3)

(4) (5)

a-b-c (-d)

流動負債 a
控除未払金等
b

控除額 c 土地前受金 d

算入地方債 e-f-g (-h)

流動資産  e 控除財源  f 控除額  g
土地評価差額
h

地方債残高 長期借入金

病院事業会計 ⑧ 110,742 110,742 1,016,900 236,786 314,328 77,542

(10)  (12) 資金不足比率 繰越欠損金 標準財政規模比

営業収益の額－
受託工事収益の額

うち指定管理
者利用料金

事業の規模

（(９)/(１２)、％） （(８)/(ｘ)、％）

病院事業会計 ⑧ 890,856 1,016,900 0 - 1,015,106 1,015,106 - 2,670,048 -

標準財政規模　(ｘ) 9,931,177

特別会計名

事
業
区
分

法
適
用
企
業

宅
地
造
成
事
業
以
外

宅
地
造
成

(11)
資本＋負債
宅造のみ

特別会計名

事
業
区
分

法
適
用
企
業

宅
地
造
成
事
業
以
外

(6)令３条１項の
額

・令４条の額
(1)+(2)-(3)

(7)解消可能
資金不足額

(8)資金不足額
・剰余額 ※
(6)-(7)

(9)企業ごとの
資金不足額
・剰余額※

宅
地
造
成

７

。※(8)は、連結実質赤字比率の算定に用いる額（資金不足額は負の値で表示）であり、(9)は、資金不足比率の算定に用いる額（資金不足額は正の値で表示）である
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